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海水機械用ステンレス鋼溶接部品の粒界腐食損傷 
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失敗事例のタイトル： 
ステンレス鋼の溶接熱影響による粒界腐食損傷 

一次原因（材料要素）：溶接熱影響、

局部腐食、粒界腐食 
機種：海水機器、 
使用期間：数年間 

部品：溶接構造物部 
寸法；板厚 3ｍｍｔ 

鋼種：SUS304、オーステ
ナイト系ステンレス鋼、 

使用環境：常温海水 
水質： 

損傷発生時の状況：  
図 1は海水中で数年間使用した SUS304製部品の溶接熱影響部近傍に発生した粒界腐食損傷である。a)図は溶
着金属に沿った腐食損傷状況である。損傷は溶着金属より４ｍｍ程度離れた地点（いわゆる、２番）に溶接線

に沿って長手方向に進行しているのが特徴である。 
 
調査内容とその結果；	 	 	 	 	 	 	 	  
①上記損傷原因を知る目的で、腐食損傷部近傍に金属組織を調査した。図 1、b-1)～b-3)は、腐食地点近傍を
「JIS G 0571、10％蓚酸エッチング試験」による観察結果である。 
②b-1)図は溶着金属とその近傍の母材であり、溶着金属にはδ―フェライトに沿った溶解が見られるものの、
母材側は強く鋭敏化しておらず、半鋭敏化組織となっている。 
ｂ-2）図は溶着金属より４ｍｍ離れた地点であり、エッチング処理によって全ての結晶粒界や双晶が連続的

に深くエッチングされ鋭敏化組織（溝状組織）になっている。 
b-3）は溶着金属より１２ｍｍ離れた地点である。溝状組織は見られず非鋭敏化組織になっている。 

③このように、溶接に伴う粒界腐食は溶着金属より数ｍｍ離れた地点が溶接線に沿って深く損傷するのが一般

的である。本損傷は、ステンレス鋼溶接構造物に見られる代表的な粒界腐食損傷である。 
損傷発生のシナリオ： 
本損傷はステンレス鋼溶接部おける代表的腐食損傷である。 
海水構造物において本腐食損傷を加速する要因は表 1が知られており、a)溶接方法、b)ステンレス鋼素材、c)
使用環境が複雑に関与する。 
対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）： 
① 表 1に示す各影響因子を参考に、a)溶接方法、b)ステンレス鋼素材、c)使用環境を決定すべきである。 
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